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大島隆雄教授 略歴
大阪府に生まれる
京都大学文学部史学科西洋史学専攻卒業
京都大学大学院文学研究科西洋史学専攻修士課程終了(文 学修士)
京都大学大学院文学研究科博士課程西洋史学専攻単位取得満期退学
近畿大学教養部非常勤講師(英 語担当)(1963年3月まで)
近畿大学商経学部常勤講師(西 洋経済史担当)(1967年3月まで)
京都大学人文科学研究所非常勤講師(産 業革命班)(1964年10月まで)
愛知大学法経学部助教授(西 洋経済史担当)
名古屋市立大学経済学部非常勤講師(経 済史総論担当)(1971年3月ま
で)
京都大学人文科学研究所非常勤講師(世 界資本主義の研究班)(1969年
3月まで)
ドイツ民主共和国(旧 東 ドイツ)ベ ルリン経済大学留学(1973年3月ま
で)
愛知大学法経学部教授(西 洋経済史,経済史姐当)
文部省教員組織審査 愛知大学大学院経済学研究科博士後期課程演習担
当教授(西 洋経済史特殊研究担当)
金沢大学文学部非常勤講師(集 中講義:西 洋史担当)(1981年3月まで)
富山大学人文学部非常勤講師(集 中講義:西 洋史担当)(1983年3月ま
で)
金沢大学文学部 ・同学大学院文学研究科非常勤講師(集 中講義:西 洋史
担当)(1985年3月まで)
静岡大学工学部非常勤講師(人 文 ・社会 〔経済〕担当)(1988年3月ま
で)
文部省教員組織審査 愛知大学教養部教授(経 済学担当),経済学部は
兼担(1992年3月まで)
愛知大学短期大学部教授(兼 担,西 洋近代史担当)(1996年3月まで)
法経学部分離により経済学部教授(経 済史概論担当)
愛知大学国際コミュニケーション学部教授(兼 担 ・自動車文化論担当),
(2004年9月まで)
博士号(経済学 ・京都大学)取 得
大島隆雄教授 主要業績
〈著書〉
ドイツにおける 「初期独占」体系廃
棄の性格について(共 著)
産業革命とヨーロッパ経済(共 著)
ドイツ機械工業の形成過程(共 著)
ドイツにおける資本主義の勃興(共
著)
ドイツ民族の千年(共 著)
イ ギ リス産 業 革 命 とそ の 波 動,生 活
水 準 論 争(共 著)
ドイ ツ 独 占 資 本 主 義 と ヨー ロ ッパ 市
場 一EC成 立 の 歴 史 的 前 提一(共 著)
DieEntwicklungderjapanishen
IndustrieseitsiebzigerJahren‐
unterbesondererBeriicksichtigung
derElektronik-und
Automobilindustrie(共著)
ドイツ自動車工業成立史(単 著)
愛知大学Vii.十年史(通 史編)(共編著)
桑 原 武 夫 編 『ブル ジ ョワ革 命 の
比 較 研 究 』 所 収,筑 摩 書 房
前 川 貞 次 郎 ・豊 田尭 編 『世 界歴
史』6ヨ ー ロ ッパ世 界1所 収,
人 文 書 院
河野 健二 ・飯 沼 二 郎 編 『世 界 資
本 主 義 の 形 成』 所 収,岩 波 書 店
越 知 武 臣 ・柴 田 三 千 雄 編 『岩 波
講 座 世 界 歴 史』19近 代6
近 代 世 界 の 展 開III所収,岩 波
書店
日本 ドイ ツ民 主共 和 国 友 好 協 会
編 『社 会 主義 の ドイ ツー そ の 社
会 と文 化 一 』 所 収,大 月 書 店
大 下 尚一 ・西川正 雄 ・服部 春彦 ・
望 田 幸 男 編 『西 洋 の 歴 史 』 〔近
現 代 編 〕 所 収,ミ ネ ル ヴ ァ書 房
林 昭 編 『EC統 合 と欧 州 の 企
業 ・経 営 』 所 収,法 律 文 化 社
in:(Hrsg.WolframFischer,
Uw Muller,FrankZschaler,
WIRTSCHAFTIM
UMBRUCH;
Strukturveranderungenand
Wirtschaftspolitihim19.and
20.Jahrhundert,Scripta
MercaturaeVerlag
創 土 社
愛 知 大 学 五 十 年 史 編 纂 委 員 会
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f〈学術論文 ・研究 ノー ト・史料紹介〉
ドイツ農民戦争の性格について一 と
くに中部 ドイツを中心に一(単 著)
三月革命の基礎過程の分析方法一 ド
イツ近代史研究の新 しい視角一(単
著)
ドイツ産業革命の構造 について(単
著)
ドイツ産業革命の一側面一ザクセ ン
綿織物工業 における機械制大工業化
過程一(単 著)
ドイツ産業革命分析のために一 クチ
ンスキー ・モッテク論争を中心に一
(研究ノー ト,単著)
西 ドイツにおける帝国主義的歴史観
(単著)
ドイツ産業革命の羊毛工業概観(研
究ノー ト,単著)
16・17世紀西南 ドイツのグルン ドヘ
ルシャフ トーChr.Heimpelの研究紹
介を中心に一(研 究ノー ト・単著)
農民戦争期 ミュールハウゼン領邦一
その農業関係 と地代について(1)
(単著)
農民戦争期 ミュールハウゼン領邦一
その農業関係 と地代について(2)
(単著)
ドイツ・初期市民階級の社会的性格一
J.W.vonゲー テの場合(単 著)
ゲーテの社会思想(単 著)
西 ドイツにおける労働者の状態の悪
化一 とくに1973・74年恐慌以後につ
いて一(単 著)
マインツ共和国の歴史的意義(単 著)
『西洋史学』44輯
民主主義科学者協会京都支部歴
史部会 『新しい歴史学のために』
No.69
『歴史学研究』別冊
『史 林』46巻3号
『西洋史学』59輯
『歴史評論』178号
『西洋史学』76輯
愛知大学 『法経論集』経済編
65号
『歴史学研究』375
『歴史学研究』376
愛知大学 『法経論集 ・開学30
周年記念論文集』経済篇
愛知大学 『法経論集』経済 ・経
営篇84号
愛知大学国際問題研究所 『紀要』
64号
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ワイマル友の会 『研究報告』61981年6月
マ イ ン ツ革 命 後 の共 和 主 義 運 動(1)-
1794～1801年頃 の 西 南 ドイ ツ に つ い
て 一(研 究 ノー ト ・単 著)
マ イ ンツ革命 後 の 共和 主義 運 動(2)-
1794～1801年頃 の 西 南 ドイ ツ に つ い
て 一(研 究 ノー ト ・単 著)
第1次 大 戦 期 の 国 家 独 占 資 本 主 義 一
戦 時 経 済 との 関 連 に お い て 一(単 著)
両 大戦 間期 の ドイ ツ 自動車 工 業(1)一
と くに ナ チ ス期 の モ ー タ リゼ ー シ ョ
ンに つ い て一
両大 戦 間期 の ドイ ツ 自動車 工 業(2)一
と くに ナ チ ス期 の モ ー タ リゼ ー シ ョ
ンに つ い て一
両 大 戦 間 期 の ドイ ツ 自動 車 工 業(3・
完)一 と くに ナ チ ス期 の モ ー タ リゼ ー
シ ョ ンに つ い て一
DieHerausbildungdesfaschist-
ischen,staatsmonopolistischen
KapitalismusinDeutschlandand
JapanaminevergleichendeAnalyse‐
(単著)
第 二次 世 界 大 戦 中 の ドイ ツ 自 動 車 工
業(1)一 と くに戦 争 経 済 との 関 連 に
お い て一(単 著)
第 二 次 世 界 大 戦 中 の ドイ ツ 自 動 車 工
業(2・ 完)一 と くに戦 争 経 済 と の 関
連 に お い て一(単 著)
ドイ ツ 自動 車 工 業 の 成 立 過 程(1)一
そ の前 史 を 中心 に一(単 著)
ドイ ツ 自動 車 工 業 の 成 立 過 程(2)一
パ イ オ ニ ア た ち の 開 発 活 動 一(単 著)
ドイ ツ 自動 車 工 業 の 成 立 過 程(3)一
パ イ オ ニ ア た ち の 開 発 活 動 一(単 著)
愛知大学 『法経論集』経済 ・経
営篇1110号
愛知大学 『法経論集』経済 ・経
営篇1111号
愛知大学 『経済論集』120・121
合併号
愛知大学 『経済論集』126号
愛知大学 『経済論集』127号
愛知大学 『経済論集』128号
愛知大学国際問題研究所 『紀要』
98号
愛知大学 『経済論集』132号
愛知大学 『経済論集』133号
愛知大学 『経済論集』136号
愛知大学 『経済論集』138号
愛知大学 『経済論集』139号
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1995年12月
〉r
ドイ ツ 自動 車 工 業 の パ イ オ ニ アW.
マ イ バ ッハ に 関 す る第1次 史 料 の 紹
介(史 料 紹 介 ・単 著)
ドイ ツ 自動 車 工 業 の 成 立 過 程(4)一
萌芽 的 成 立 期(1885/86～1901/02年)
一(単 著)
ドイ ツ 自動 車 工 業 の成 立 過 程(5)一
萌芽 的 成 立 期(1885/86～1901/02年)
一(単 著)
ドイ ツ 自動 車 工 業 の 成 立 過 程(6)一
本 格 的 成立 期(1901/02～1913/14年)
一(単 著)
ZusammenfassungdesSymposiums
‐Diejapanischeanddeutsche
Wirtschaftunterderfort-
schreitendenGlobalisierung(単著)
〈翻 訳>
H.モ テ ッ ク著 『ドイ ツ産 業 革 命 』
(単訳)
最 近 の 東 西 ドイ ツ に か ん す る若 干 の
資 料(単 訳)
H.モテ ック著 『ドイ ツ経 済 史(1789-
1871年)』(単訳)
K.マル ク ス 『資 本 論 』 第1巻(第13
章 第5節 「労 働 者 と機 械 と の 闘 争 」
か ら10節 「大 工 業 と農 業 」 ま で)
(共訳)
H.ヒュ プ ナ ー,H.デ ィー レ著 『世 界
の 教科 書=歴 史 ドイ ツ民 主共 和 国2』
(木谷 勤 との共 訳)
H.シェ ー ル 「マ イ ン ツ 革 命 の 敗 れ た
戦 士 た ち」(単 訳)
愛知大学 『経済論集』140号
愛知大学 『経済論集』141号
愛知大学 『経済論集』142号
愛 知 大 学 『経 済 論 集 』144-145
合 併 号
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PapersVo1.32No.3-4
未来社
愛知大学国際問題研究所 『紀要』
47号
大月書店
新日本出版社
ほるぷ出版
愛知大学国際問題研究所 『紀要』
82号
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2001年3月
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1972年10月
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LH.モテ ッ ク,W.ベ ッ カ ー,A.シ ュ レー
タ ー 共 著 『 ドイ ツ 経 済 史(1871-1945
年)』(加 藤 房 雄,田 村 栄rと の 共 訳)
ロ ー タ ー ・バ ー ル 「 ドイ ツ 東 部 に お
け る 経 済 そ の 崩 壊 の 諸 原 因 」(単 訳)
ア ン ド レ ア ス ・ ク ノ ー ア 「共 通 農 業
政 策(GAP)の 諸 問 題 と 将 来 展 望 」
(単訳)
〈書 評 〉
(Hrsg.)F.Kleinu.」.Streisand,
BeitragezumneuenGeschichtsbild,
Berlin1956(単著)
R.Forberger,DieManufakturin
SachsenvomEndedes16.biszum
Anfangdes19.Jahrhunderts,
Berlin1958.(単.著)
HorstKruger,ZurGeschichteder
ManufakuturenandManufakutur-
arbeiterinPreuf3en,Berlin1958.
(単 著)
W.O.Henderson,TheStateandthe
IndustrialRevolutioninPrussia
1740-1878,1958.(単著)
松 田 智 雄 著 『 ド イ ツ 資 本 主 義 の 基 礎
研 究 』,岩 波 書 店1967年.(単 著)
山 之 内 靖 著:『 マ ル ク ス ・エ ン ゲ ル ス
の 世 界 史 像 』,未 来 社1967年(単 著)
L.ベ ッ ク 著,中 沢 護 人 訳 『鉄 の 歴 史 』
1-V,た た ら 書 房(単 著)
WolfgangPlat,DeutscheTraume
oderderSchreckenderFreiheit
Ansbruchins19.Jahrhundert,
Dusseldorf,Wien1981.(単著)
大月書店
愛知大学 『経済論集』134号
愛知大学 『経済論集』166号
『西洋史学』36輯
『西洋史学』45輯
『西洋史学』48輯
『史林』44巻5号
『社会経済史学』34巻6号
『歴史評論』231号
『歴史評論』350号
愛知大学国際問題研究所 『紀要』
79号
1989年6月
1994年2月
2004年11月
1957年12月
1960年4月
1961年1月
1961年9月
1969年3月
1969年11月
1981年6月
1985年6月
浜本隆志 「ドイツ ・ジャコバン派一
消された革命史」(単著)
前川恭一 ・山崎敏夫著 『ドイツ合理
化運動の研究』,森山書店1995年
(単著)
西牟田祐二著 『ナチズムとドイツ自
動車工業』,(単著)
〈その他(小 論 ・辞書項目,等)〉
「冷戦の前線基地」西ベル リン(単
独)
ドイツ現代史とナチズム(単独)
西 ドイツにおける帝国主義的歴史思
想一とくにナチズムと第二次大戦 を
めぐって一(単 独)
三月革命,ド イツ関税同盟(単 独)
AEG,印刷術(単 独)
工場制度,ゴ ータ綱領(単 独)
3月革命(単 独)
ジーメンス社(単 独)
社会主義国東 ドイツをたずねて(単
独)
ドイツ 〔歴史〕,ドイツ革命,ド イツ
関税同盟(単 独)
ハプスブルク王朝,汎 ゲルマ ン主義
(単独)
普仏戦争,プ ロイセ ン,ベ ル リン
(単独)
モル トケ(単 独)
『世界文学』No.76
『社会経済史学』62巻3号
『土地制度史学』170号
大阪日独協会 『日独レビュー』
2号
大阪 日独協会 『日独レビュー』
5号
歴史科学協議会 『歴史科学』2
号
岩波書店 『経済学辞典』
鹿島出版会 『社会科学大辞典』
1
鹿島出版会 『社会科学大辞典』
7
鹿島出版会 『社会科学大辞典』
8
鹿島出版会 『社会科学大辞典』
9
愛知大学国際問題研究所 『紀要』
46
鹿島出版会 『社会科学大辞典』
13
鹿島出版会 『社会科学大辞典』
15
鹿島出版会 『社会科学大辞典』
16
鹿島出版会 『社会科学大辞典』
18
1993年3月
1996年9月
2001年1月
1963年4月
1964年1月
1964年8月
1965年9月
1968年4月
1969年4月
1969年6月
1969年8月
1970年3月
1970年4月
1990年8月
1970年10月
1971年2月
ワイマール体制(単 独)
ベルリン経済大学(単 独)
歴科協の国際交流 の発 展のため に
(単独)
歴史科学運動 としての国際学術交流
の一つの試み一DDR,W.マ ルコフ
氏との往復書簡一(河 音能平との共
筆)
外国語悲喜劇(単 独)
啄木を学んだ授業(単 独)
ドイツのはなし,「歓喜 ・苦悩 ・希望」
(単独)
CIE・愛知大学関係文書の紹介(単独)
(解説)CIE・愛知大学関係文書(単
独)
EineUberblickandeineBewertung
zujapanishenAul3enwirtshafts-
forderinstitutionen(単独)
ドイツ語 との長き旅路の果てに(単
独)
ドイツ自動車発明秘話 上,中,下
(単独)
愛知大学とブ レーメン2大 学 との交
流(単 独)
あれからも,ま だまだ一 この歳で独
検や英検に挑戦 して一(単 独)
ドイツ語検定試験の薦め(単 独)
成立期ダイムラー社,ベ ンツ社の経
営陣一技師的企業家 と非技師的企業
家の対立と調整(単 独)
鹿島出版会 『社会科学大辞典』
19
ドイツ民主共和国友好協会編
『ここに未来が一 ドイツ民主共
和国の教育』
大阪歴史科学協議会 『歴史科学』
62号
大阪歴史科学協議会 『歴史科学』
67号
日本 経 済 評 論 社 『評 論 』No.23
『新 し い 教 師 た ち へ 』 所 収,ほ
るぷ 出版
豊 橋 日独 協 会 会 報Stammtisch
4号
『愛 知 大 学 史紀 要』 第1号
『愛 知 大 学 史 紀 要 』 第2号
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わが大学史の一場面一 日本の近代化
と大学の歴史,「国際平和 と地域社会
への貢献をめざして」(単独)
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所属学会:京都大学西洋史読書会,京都大学史学研究会,歴史学研究会,歴史科学協
議会,政治経済 ・経済史学会(旧土地制度史学会),社会経済史学会
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1961年5月
1963年5月
1995年10月
1997年9月
1999年9月
2005年9月
1992年以来
1995年,2003年
2000年11月
中部 ドイ ツ に お け る 農 民 戦 争 の 性 格 に つ い て(単 独),京 都 大 学 西
洋 史読 書会 第6回 春 季 大 会
18・19世紀 ドイ ツ にお け る マ ニ ュ フ ァ クチ ュ ア に つ い て(単 独),
京 都 大 学 西 洋史 読 書 会28回 大 会
ドイ ツ 産 業 革 命 の性 格 に つ い て,お もに プ ロ イセ ンを 中心 に して一
(単独),社 会経 済 史学 会 第30回 大 会
ドイ ツ産 業 革 命 の構 造 に つ い て(単 独),歴 史 学 研 究 会1963年大 会
DieEntwicklungderjapanischenIndustrieseitdensiebziger
Jahren-unterbesondererBerUcksichtigungderElektronik-und
Automobilindustrie(単独), Deutsch-JapanishesSymposium
WirtschaftDeutschlandsandJapansnachdemZweitemWelt-
krieg),Berlin-HumboltdUniversitat
DiejapanisheAutomobilindustrienachdem2.Weltkrieg(単独),
(WeltwirtschaftlichesKolloquimUniversitatBremen)
ZusammenfassungdesSymposiums‐Diejapanischeand
deutscheWirtschaftunterderfortschreitendenGlobalisierung
(単独),(Japanisch-DeutschesSymposium,神戸 学 院 大学)
DieneuesteEntwicklungderjapanischenAutomobilindustrie
(単独),3.Deutsch-JapanischesWirtschaftshistoriker-Arbeits-
treffen2005anderKatholischenUniversitatEichstatt-
Ingolstadt
豊 橋 日独 協 会 会 員.1994年4月 ～2005年3月 豊 橋 日独 協 会 ドイ
ツ語 講 座 の 組 織 ・運 営 を担 当
東 三 河 懇 話 会 で の 講 演2回
講 演)ガ ソ リ ン 自動 車 の最 初 の 発 明 者 は だ れ か一 ドイ ツ 自動 車 工 業
成 立 史 一(単 独),広 島 大 学 経 済 学 部
2005年3月 愛知大学大学院 リーレー講演 「大競争下の自動車工業一 グローカル
な視点か ら」(単独),愛知大学車道校舎
